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R7.9.16,17 総務委員会協議会 資料№３-２ 

市民協働環境部 環境課 

生ごみ出しません袋 配布対象者へのアンケート結果について 

 

１．生ごみ出しません袋配布事業について 

（１）事業の概要 

飯田市の燃やすごみ組成調査により、一般家庭から排出される燃やすごみ袋の中身の４割程度

が生ごみと推計される。また、生ごみの８割が水分と言われており、生ごみの水分を取り除いて

排出することで、燃やすごみの大幅な削減につながる。 

    市では、家庭から生ごみを排出する段階で、生ごみの減量化

に取り組んでいただくよう、生ごみ処理機器の購入に対して補

助金を交付し、市民の生ごみ減量の取組を支援してきている。 

    これに加え、生ごみの削減意識や食品ロス削減の意識醸成に

つなげていくために、生ごみの削減に取り組むことを宣言した

世帯に対し、「生ごみ出しません袋」を配布した。 

 

（２）配布対象者 

    生ごみの削減に取り組むことを宣言した世帯 

（先着 1,000 世帯・１世帯 30枚配布） 

 

（３）配布期間 

    令和６年８月 20日～令和６年 11 月 14 日 

    ※【月別配布状況】８月：785 世帯 ９月：128 世帯 10 月：59世帯 11 月：28 世帯 

 

２．アンケートについて 

（１）アンケート期間 

   令和７年１月 10日～令和７年３月７日 

 

（２）有効回答数 540 世帯（回答率 54％） 

   ※地区別配布者数は右表のとおり 

  

旧市５地区, 180

座光寺, 53

松尾, 162

下久堅, 27

上久堅, 15

千代, 9龍江, 22

竜丘, 62

川路, 17三穂, 7

山本, 23

伊賀良, 152

鼎, 134

上郷, 128

上村, 2 南信濃, 7配布者 地区別割合
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３．アンケート結果 

（１）ご世帯の人数は何人ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）どのような方法で生ごみを減らしていますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）生ごみを出さないようにしてよくなったことは何ですか。（複数回答） 
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その他

天日干し

電気式の生ごみ処理機器の使用

コンポストの使用

屋外に埋める（畑に埋める等）
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よくなったことは特にない

生ごみ処理機器で堆肥を作って利用できるようになっ

た。

その他（具体的に記入してください。）

生ごみ処理機器の導入で臭いが気にならなくなった。

燃やすごみを出す回数が減ったことが他の物の分別に

つながった。

燃やすごみを集積所に出す回数(手間)が減った。

燃やすごみの量(重さ)が減った。

燃やすごみを出すときの費用(袋代と証紙代)が減っ

た。
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（４）集積所にごみを出す回数はひと月当たりどのくらい減りましたか。  

   ※（３）で燃やすごみを集積所に出す回数が減ったと回答した方のうち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）１回当たりの燃やすごみの量はどのくらい減りましたか。（kg） 

   ※（３）で燃やすごみの量が減ったと回答した方のうち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）食品ロス削減のために取り組んだこと（複数回答） 
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買い物前に冷蔵庫等をチェックし、必要

な食材のみを購入している。

残っている食材を使い切ったりする等し

て適切に食材を使っている。
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（７）生ごみを減らすために工夫したこと（主な回答） 

・生ごみ処理機を購入し、相当量の生ごみが減った。 

・コンポストを利用している。 

・生ごみの堆肥化（畑に撒いて肥料にしている。） 

・冷蔵庫を整理して、食材の使い忘れを減らした。（早めに使うようにした） 

・無駄な食材の買い物はしない。食材は捨てない。 

・野菜や果物はできる限り皮ごと食べる。 

・野菜の芯や皮も調理して食べる。 

・食べ残しがでないように調理する。（細かくするなどの工夫して全て使うようにしている） 

・みかんの皮でフライパンの汚れを洗った。 

・2人暮らしなので一玉とか一本丸々買わず半分カットの物を買っている。 

・いただいた食べ物で溢れる場合もある。食べきれない量ならば、近所におすそ分けや、寄付す

ることに努めた。 

・食材が残ったら、次の日にアレンジして料理する。  

・生ごみとなった野菜の皮等をぬらさない。 

・えのきやしめじはカットされている物を購入している。  

・調理方法の工夫を実施・冷蔵庫、冷凍庫の活用する。（加工して冷凍し、使い切る） 

・ティーバッグは天日に干してから捨てる。 

・フードドライブを利用した。 

 

（８）その他意見、感想（集約） 

・ごみ分別の意識が高まった。特に生ごみ削減や食品ロス削減の意識が高まった。 

   ・ごみ出し回数や出すごみの量が減ることで、ごみ出し費用が削減できてよかった。 

   ・袋の配布を継続してほしい。 

   ・袋を販売してみたらどうか。 

   ・袋が燃やすごみ小のサイズであったため、袋をもう少し大きくしてほしかった。 

   ・生ごみ出しません袋でごみを出す時に、所定の袋でないと注意を受けたことがあったため、生ご

み出しません袋を知らない人がいたのではないか。この袋について市のＰＲ不足を感じた。 

 

６．アンケート結果より 

（１）袋の配布が、新たに生ごみを処理機器やコンポストを使って自家処理するきっかけとなり、これに

より、生ごみ処理機器購入費補助金の交付件数の大幅な増加につながったものと考えられる。 

（２）袋の使用で、ごみ排出時に袋代と証紙代が減ったという回答が最も多かった。集積所にごみを出す

回数の減少や１回あたりの燃やすごみの量が減り、ごみ排出に関わる金銭的な負担が減らせるこ

とで、生ごみを始め燃やすごみ削減の意識醸成につながるものと考えられる。 

（３）生ごみを出さないために、様々な工夫により、食品ロス削減に取り組む世帯が増え、食品ロス削減

の意識醸成へのきっかけづくりになっていると考えられる。 

 


